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Ⅰ 「神奈川県条例の見直しに関する要綱」に基づく「高齢者、障害者等の

移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める

条例」の見直し結果について 

 

１ 条例の見直しについて 

  県の条例の適時性を確保するため、一定期間ごとに条例の見直しを行

う全庁的な仕組みについて定める「神奈川県条例の見直しに関する要綱」

を、平成 20 年４月１日から施行し、当該要綱に基づいて見直し作業を

進めている。 

   見直しの周期については、施行の日から５年を経過するごとに行うこ

ととしており、今回、平成 30 年４月１日で施行の日から５年を経過し

た「高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な特定公園施設の

設置に関する基準を定める条例」の見直し作業が終了したので、結果を

報告する。 

   なお、見直しにあたっては、神奈川県公園等審査会(会長 浦田 啓

充 一般社団法人日本緑化センター専務理事 他10名)において、審議い

ただいた。 

  

２  条例見直しの結果 

  県としては、神奈川県公園等審査会の審議などを踏まえた結果、現行

条例の運用上の課題は見受けられず、現時点では、改正・廃止の必要は

ない。 
 

条例名 
高齢者、障害者等の移動等の円滑化のために必要な

特定公園施設の設置に関する基準を定める条例 

概要 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律（平成18年法律第91号）第13条第１項の規定に基
づき、不特定かつ多数の者が利用し、又は主として高
齢者、障害者等が利用する特定公園施設について移動
等円滑化のために必要な設置に関する基準を定めている。 

 

見
直
し
の
視
点 

必要性 

県立都市公園では、少子高齢化の進展や「ともに生
きる社会かながわ憲章」の制定等の社会状況の変化を
踏まえ、ユニバーサルデザイン化の推進などに取り組
んでいる。 
本条例は、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律第13条第１項の規定に基づき、移動等
円滑化のために必要な基準を定めており、引き続き、
現在においても必要な条例である。 

   

- 1 -



見
直
し
の
視
点

有効性 

特定公園施設の新設、増設又は改築を行うときに、
移動等円滑化に必要な基準を定めている本条例の規定
は、法の趣旨である、高齢者、障害者等の移動上及び
施設の利用上の利便性及び安全性の向上の促進を図る
上で、有効である。 

効率性 

本条例で規定する特定公園施設の移動等円滑化のた
めに必要な基準については、「移動等円滑化のために
必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める省
令」の基準等を参酌して定めており、必要最低限なも
のといえる。 

基本方針 
適 合 性 

本条例に基づく施策は、「かながわグランドデザイ
ン」の主要施策の政策分野「健康・福祉」における施
策体系「ともに生き支えあう地域社会づくり」の主要
施策である「県立都市公園のユニバーサルデザイン化
の推進」に適合している。

適法性 

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する
法律に基づき、移動等円滑化のために必要な設置基準
が規定されていることから、条例の目的に照らして合
理的なものであり、憲法や法令に抵触しないものである。 

見直し結果 
現行条例の運用上の課題は見受けられず、現時点で

は改正・廃止の必要性はない。 

３ 見直し結果の公表 

見直し結果については、本建設・企業常任委員会に報告後、県ホー

ムページで公表をする。
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条例見直しの仕組みについて 

１ 趣旨 

県の条例の適時性を確保するため、一定期間ごとに条例の見直しを行う全庁的な 

仕組みを整え、平成20年度からスタートした。 

２ 条例見直しの仕組みの概要 

(1) 見直し規定を設ける条例の見直し

ア 対象となる条例

次のいずれかの規定を含む条例のうち、他に条例の見直しを行う適切な方法

があるか否か等を考慮して知事が特に必要と認める条例には、見直し規定を設 

ける。 

(ｱ) 県民の権利を制限し、又は義務を課す規定

(ｲ) 特定の県民に直接に利益を付与する規定

(ｳ) 県民生活に関連する政策の方向付けをする規定

イ 見直しの周期

原則として、５年ごとに行う。

ウ 見直しの視点

原則として、次の５つの視点に基づいて行う。

(ｱ) 必要性

条例が制定当初に対応しようとしていた課題は、現在においてもなお当

該条例により法的に解決する必要がある課題であるか、また、県が対応し 

なければならない課題であるか。 

(ｲ) 有効性

条例が掲げる目的の実現に当該条例が定める事項が効果を発揮しているか。

(ｳ) 効率性

条例が掲げる目的の実現に当該条例が定める事項が効率的に機能しているか。

(ｴ) 基本方針適合性

条例の内容が県政の基本的な方針に適合しているか。

(ｵ) 適法性

条例の内容が憲法及び法令の範囲内であるか、司法手続において違憲又

は違法と判断されることはないか。 

エ 見直し結果の公表

見直し結果については、所管常任委員会に報告するとともに、県ホームペー

ジで公表する。 

オ 見直しの結果に基づく措置

条例の見直し及び所管常任委員会への報告の後、条例の改正又は廃止をする

こととした場合は、当該報告後、原則として１年以内に改正又は廃止に係る議 

案の提出を行うよう努める。 

(2) 見直し規定を設ける条例以外の条例の見直し

見直し規定を設ける条例の見直しの例により見直しを行う。

参考資料 
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Ⅱ Park-PFIの活用に向けた取組について 

１ 概要 

 都市公園法が、平成29年６月に改正され、「公募設置管理制度」、

いわゆる「Park-PFI」が創設された。 

Park-PFIは、都市公園において、飲食店等の収益施設の設置、管理を

行う民間事業者を、公募により選定し、その収益を園路、広場等の公園

施設の整備、管理に還元する制度である。 

 本県の県立都市公園においても、Park-PFIを活用し、民間活力を生か

して、公園の整備や利用の促進を図ることとし、平成30年度に、民間事

業者から、幅広くアイデアを募集し、収益施設の市場性の有無などを確

認する「マーケットサウンディング調査（１回目）」を実施した。 

２ 調査の結果 

（1）調査の対象など

 県立都市公園のうち、①既に開園済みの区域、②用地を取得済み

であるが未開園の区域、③都市計画決定済みで今後の事業化を検討

している区域、の３つの区域を対象とした。 

また、具体的な公園名や活用区域を特定したアイデアと、公園名

などを特定しないアイデアのいずれについても、提案を受け付けた。 

（2）調査の内容

 民間事業者から、収益施設の整備内容、概算の収支計画、公園の

整備や利用促進への効果などについて、書面で提案を受けた。 

 不動産賃貸業、建設業、建設コンサルタント、鉄道関連事業、指

定管理者など、18事業者から39の提案をいただき、いずれも実現の

可能性があると考えられたことから、全ての民間事業者と個別ヒア

リングを実施した。

（3）調査の経過

実施要領の公表：平成30年10月15日

事 前 説 明 会：平成30年10月31日（参加状況：44事業者、74名）

提 案 の 受 付：平成30年11月１日 から12月４日

個別ヒアリング：平成30年12月11日 から12月25日
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３ 提案の内容 

（1）具体的な公園名や活用区域を特定した提案

提案件数 14事業者、33提案 

主な提案施設 飲食・物販施設、バーベキュー施設、宿泊施設、 

キャンプ施設、アスレチック施設、

フィットネスジム 等

具体な公園名 観音崎公園、秦野戸川公園、辻堂海浜公園、 

湘南海岸公園、あいかわ公園、座間谷戸山公園、 

相模三川公園、山北つぶらの公園、恩賜箱根公園、

おだわら諏訪の原公園、保土ケ谷公園、 

三ツ池公園、四季の森公園、東高根森林公園 

（2）公園名などを特定しない提案

提案件数 ５事業者、６提案 

主な提案施設 飲食・物販施設、バーベキュー施設、宿泊施設、 

キャンプ施設、アスレチック施設、

フィットネスジム、駐車場 等

４ 学識者等への意見聴取 

マーケットサウンディング調査（１回目）の結果を踏まえ、今後の

進め方などについて、学識者等で構成する「神奈川県公園等審査会」

を、平成31年３月に開催し、審議をいただいた。 

５ 今後のスケジュール（予定） 

・平成31年４月上旬～ 具体的な公園名や活用区域など、公募条件の

令和元年７月中旬 案を作成 

・令和元年７月下旬～ 民間事業者の参画意向などを確認するマーケ

９月上旬 ットサウンディング調査（２回目）を実施 

・令和元年９月中旬～ 公募の募集要領の作成

  10月下旬  

・令和元年11月上旬～ 公募手続き

令和２年３月中旬 

・令和２年４月以降 選定された民間事業者がPark-PFI事業を実施 
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Ⅲ 神奈川県無電柱化推進計画（案）について

１ これまでの経過

平成31年２月    第１回県議会定例会に計画（素案）を報告 

平成31年３月    計画（素案）について市町村へ意見照会 

平成31年３月～４月 計画（素案）について県民意見募集（パブリッ 

クコメント）を実施

２ 計画策定の背景と目的

 道路上の電柱は、歩行者等の通行の妨げとなり、災害時には、電柱が

倒れるなどのリスクを有しているが、我が国の無電柱化率は低い状況に

ある。こうした中、平成 28年に「無電柱化の推進に関する法律」が施行

され、国の無電柱化推進計画を基本として、都道府県無電柱化推進計画

を策定することが都道府県の努力義務として規定された。

   「神奈川県無電柱化推進計画」は、平成 30年４月に国が策定した「無

電柱化推進計画」を踏まえ、今後の無電柱化の基本的な方針、目標、施

策等を定めるものである。

３ 計画（案）の概要

(1) 基本的な方針

県民と関係者の理解、協力を得て、次の３つの観点に基づく道路に

おいて無電柱化を推進する。 

ア 防災

大規模災害発生直後から、救助活動人員や物資等の緊急輸送を円

滑かつ確実に行うための緊急輸送道路 

イ 安全・円滑な交通確保

歩行者や車椅子使用者など、誰もが安全で移動しやすい歩行空間

の確保が求められる道路 

ウ 景観形成

良好な景観を保全・形成し、地域の魅力アップや活性化を図るた

め、景観形成が望まれる地域内の道路 

(2) 優先的に取り組む区間

特に重要な次の区間で優先的に無電柱化事業に取り組む。

ア 防災

緊急輸送道路のうち市町村庁舎などの災害対策本部周辺

イ 安全・円滑な交通確保
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市町村が移動円滑化基本構想で定めた重点整備地区、乗降客数の

多い駅周辺 

ウ 景観形成

市町村の景観計画等で定められた地区、主要観光地周辺、駅前商

店街の目抜き通り 

(3) 期間と目標

国の無電柱化推進計画期間である2020年度までに、優先的に取り組

む区間のうち、電線管理者との調整状況などを踏まえ、事業中の箇所

を含め10.2kmの無電柱化事業に着手する。 

 

(4) 無電柱化の推進に関する施策等

ア 無電柱化の事業手法

電線共同溝方式などの無電柱化の事業手法については、コストに

も留意し、地域の方々や電線管理者等との調整を踏まえ決定する。 

イ 占用制度の運用

新設電柱の規制や、埋設された電線の占用料の減額措置など、道

路の占用制度を適切に運用する。 

ウ 関係者間の連携強化

国、県、市町村、電線管理者等からなる県無電柱化地方協議会な

どを活用して、関係者間の連携を強化し、効率的な整備に努める。 

エ 広報・啓発

無電柱化の重要性に関する県民の理解と関心を深めるため、広報・

啓発を行う。 

 

無電柱化を推進する道路 

2020年度 
までの目標 

 
優先的に 

取り組む区間 

緊急輸送道路 

 

安全で移動しや 

すい歩行空間が

良好な景観形成 

が望まれる道路 

  ア 防災

イ 安全･円滑な

交通確保

 ウ 景観形成

･災害対策本部周辺 

･重点整備地区、乗降 

客数の多い駅周辺 

･景観計画等で定めら 

れた地区、主要観光 

地周辺、駅前商店街 

の目抜き通り 

県管理道路 

10.2kmの無電柱化 

事業に着手 

 6.2km で着手 

5.6km で着手 

3.9km で着手 

求められる道路 

※重複があり、合計と内訳

の延長は一致しない

※事業中の箇所を含む
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４ 計画（素案）に係る県民意見募集（パブリックコメント）の状況

(1) 計画募集期間

平成31年３月25日（月）～平成31年４月23日（火）

(2) 意見募集方法

県ホームページへの掲載、県機関での閲覧

(3) 意見の提出方法

郵送、ファクシミリ、電子メール

(4) 提出された意見の概要

ア 意見件数 ８件

イ 意見の内訳

意見内容区分 件 数

① 無電柱化の方針に関すること ４件

② 無電柱化の施策に関すること ３件

③ その他 １件

合  計 ８件

ウ 意見の反映状況

意見反映区分 件 数

Ａ 反映した意見 ０件

Ｂ 既に反映している意見 ３件

Ｃ 今後の参考とする意見 ４件

Ｄ 反映できない意見 ０件

Ｅ その他（感想、質問等） １件

合  計 ８件

エ 主な意見

Ａ 反映した意見

・なし

Ｂ 既に反映している意見 

・緊急輸送道路を無電柱化するのは重要で、災害時に重要な箇

所から進めてほしい。

Ｃ 今後の参考とする意見 

・電線を地中に直接埋設する方法の採用を検討したらどうか。
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Ｄ 反映できない意見 

・なし

Ｅ その他（感想、質問等） 

・電線を地中化するだけでなく、既設電柱を補助柱で支えるな

ど、電柱の倒壊防止も対策になると思う。

５ 素案からの変更点 

・なし

６ 今後の予定 

令和元年７月 「神奈川県無電柱化推進計画」を策定・公表 
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Ⅳ 東京2020オリンピック競技大会・セーリング競技に向けた県土整備局の

主な取組について 

 

１ 恒久施設等の整備 

   東京2020大会・セーリング競技の円滑な運営及び大会後のセーリング

の発展等に資する恒久施設として、艇整備庫等を備えたセーリングセン

ター（仮称）の建築工事を進めるほか、休日を中心とした渋滞解消を図

るため、江の島大橋３車線化工事等を実施している。 

   また、セーリング競技の開催に相応しい会場を準備するため、浮桟橋

やトイレの洋式化等の改修、緑地や臨港道路沿いの植栽等を進めている。 

 

（主な施設整備内容） 

名 称 事業概要 供用開始予定 

セーリング 

センター 

(仮称)の整備 

・鉄骨造３階建 

 延床面積約1,000㎡ 

・施設内に「艇整備庫」、 

 「海面監視室」等を設置 

令和元年８月予定 

 

READY STEADY TOKYO 

- セーリング(※) 

(８月17日～22日)前 江の島大橋 

３車線化事業 

・橋りょうの拡幅・補強 

・臨港道路の拡幅 

※  組織委員会主催のテストイベント  

 

２ 港湾の設置及び管理等に関する条例の一部改正について 

利用者がディンギーヨットの部品等を保管する船具ロッカーの使用に

ついては、大会の開催により、一定期間、保管は可能であるが、出し入

れができなくなる状況が生じる。これに応じた利用料を設定するため、

港湾の設置及び管理等に関する条例について所要の改正を行う。 

今後の予定 

令和元年８月 港湾審議会への諮問 

９月 第３回県議会定例会に条例改正議案を提出 

10月 改正条例の施行 
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オリンピックに向けた主な施設整備・改修 

 

参考資料 

湘 南 港 

セーリングセンター（仮称）建築 

３ｔクレーン改修【済】 

スロープ改修【済】 

浮桟橋改修 

スロープ等改修 

江の島⼊⼝ 
トイレ改築 

給油施設整備 

ヨットハウス改修 

江の島⼤橋３⾞線化 

（その他の湘南港における整備等） 
 ・ トイレの洋式化（６箇所） 
 ・ 緑地や臨港道路沿いの植栽等 
 ・ 臨港道路の舗装 
 ・ 電気設備の改修 

・ 海洋プラごみ回収装置の設置 
（2 基）【済】 

ディンギー置き場改修 

弁天橋 
公衆便所改修 

江の島弁天橋 
舗装等の改修【済】  葉 ⼭ 港 

船舶保管地改修【済】 

セーリングセンター(仮称)整備状況 
（令和元年６⽉５⽇撮影） 

- 11 -



Ⅴ 神奈川県流域下水道事業の設置等に関する条例の制定について 

１ 制定の趣旨

本県の流域下水道事業は、平成28年第２回建設・企業常任委員会報告の

とおり、現行の組織体制を大きく変えず、経営基盤の強化と財政マネジメ

ントの向上を目的に、地方公営企業法（以下「法」という。）の財務規定等

のみの適用（一部適用）を令和２年４月から行う予定である。これに先立

ち、当該事業の法適用を明確にするため、地方公営企業の設置及び経営の

基本に関する事項等を規定する条例の制定を行う。

２ 条例の概要

(1) 地方公営企業の設置

流域下水道事業を都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与し、公

共用水域の水質の保全に資するため、流域下水道事業を地方公営企業と

して設置する。 

(2) 財務規定等の適用

流域下水道事業について、法の財務規定等を適用する。

(3) 経営の基本及び目標

地方公営企業は、独立採算制をもとに自立性を持った企業として、経

営責任を負っており、健全な事業運営を進めるにあたり、法令の規定に

より経営の基本及び目標を設立時に定める必要があることから、事業計

画等に基づき、次のとおり定める。

ア 経営の基本

流域下水道事業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本

来の目的である公共の福祉を増進するように運営することを経営の基

本とする。 

イ 経営の目標

施設の名称 処理区域 
流域関連公共下水道の処理区域 

又は予定処理区域の市町 
計画下水量 

相模川流域

下水道 

左岸処理区 

相模原市、平塚市、藤沢市、茅ケ崎

市、海老名市、座間市、綾瀬市及び

高座郡寒川町 

１ 処理人口 

1,841千人 

２ １日最大処理能力 

933千立方メートル 右岸処理区 
平塚市、厚木市、伊勢原市、中郡大

磯町及び愛甲郡愛川町 

酒匂川流域

下水道 

左岸処理区 

小田原市、秦野市、中郡二宮町、足

柄上郡中井町、足柄上郡大井町及び

足柄上郡松田町 

１ 処理人口 

278千人 

２ １日最大処理能力 

229千立方メートル 右岸処理区 

小田原市、南足柄市、足柄上郡山北

町、足柄上郡開成町及び足柄下郡箱

根町 
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３ 今後の予定 

 令和元年９月 第３回県議会定例会に条例議案を提出 

   令和２年４月 条例の施行 
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Ⅵ 神奈川県手数料条例の一部改正について 

１ 改正の趣旨 

「建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律の一部を改正する

法律」が令和元年５月 17 日に公布され、建築物エネルギー消費性能向

上計画認定（以下「性能向上計画認定」という。）制度※の規定等が改

正されたことから、性能向上計画認定に係る申請手数料を徴収するため、

神奈川県手数料条例について所要の改正を行う。 

※ 性能向上計画認定制度：省エネ基準の水準を超える基準に適合する建築物

を新築等する場合に、建築主等が自主的に所管行政庁の認定を受けること

ができる制度で、認定を受けた建築物は、容積率の特例を受けることがで

きる制度。

２ 性能向上計画認定制度の改正概要 

当該制度は、これまで一つの建築物ごとに認定を受けることができる

制度として定められていたが、法改正により複数の建築物を対象とする

場合も、認定することができるよう定められた。 

３ 神奈川県手数料条例の改正の概要 

既に定めている性能向上計画認定申請手数料に、複数の建築物を対象

とする場合の申請手数料を追加するため、神奈川県手数料条例を改正す

る。 

４ 今後の予定 

 令和元年９月 県議会第３回定例会に条例改正議案を提出 

11月 改正条例の施行 
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